







授 与 学 位
学 位 授 与年 月 日
学位授与の根拠法規
研究科,専攻の名称
学 位 論 文 題 目
指 導 教 員
論 文 審 査 委 員
ふじい なおき








主査 東北大学教授 今村 文彦 東北大学教授 田中 仁
東北大学准教授 越村 俊一
論 文 内 容 要 旨
津波による災害には,津波の波力による家屋や構造物の損傷 ・流出被害,人的被害など様々な被害がある.切

























挙動に関する実験 エプロン上におけるコンテナの漂流特性と衝突力に関する実験 船舶の漂流シミュレー ショ





















































構築 したタンクへの外力の評価や漂流シミュレー ションモデルも取り込んだ詳細な検討を行 うことで,よ り実用
的な被害予測評価が可能になった(図一1).次に,津波漂流物については被害評価を行 うにあたり,漸皮漂流物と























































漂流物が津波 とともに陸上域を漂流 レ それによる衝突力が加 わることによって・陸上施設や建物を
破壊する被害の発生が懸念 されている・また,臨海都市部には石油関連の製造 ・貯蔵施設が多数立地し
てお り,津波による二次災害が発生す る危険性があるためその対策 も重要な課題である・そこで本論文
では,臨 海都市部における陸上構造物 として屋外タンクを対象 とし,津波による被害想定手法について
検討する・そのため,津 波波高等か ら屋外 タンクの被害想定可能な手法を提案 し,津波によ り海域を漂
流 し陸上に乗 り上げる漂流物挙動に対する実験か ら漂流物の移動モデルを提案す るこ とを 目的 とする.
本論文は6章 か ら構成 されてお り,そ の内容を以下に示す.
第1章 では,「序論」 として本論文の目的 と構成を明確 にしている.
第2章 では,屋外 タンクお よび津波漂流物に関 して津波被害事例 を調査 し,既往の実験的解析的研究に
っいて整理 してい る.さ らに,屋 外タンクおよび津波漂流物に関す る現状の課題 と改善すべ き点をまと
め,本 論文における検討の方向性 と取 り組むべき課題 を明 らかにしている.
第3章 では,屋外 タンクへ作用す る津波波力を明らかにす るため,津 波条件や屋外 タンクの配置を変え
た水理模型実験を実施 している.そ して,実 験結果 を整理す ることにより,屋外タンクに作用する波圧
分布,波 力特性 を明 らかに し,津波波力 に関す る評価手法を提案 した.こ の結果は,津 波の来襲による
タンクの被害モー ドの想定,屋 外タンクの安全性を評価する上で有益な成果である.
第4章 では,津波時の漂流物の移動モデルを構築することを目的に,港 湾を対象 とした水理実験および
その再現計算を実施 した.漂 流モデルでは,漂流物同士あるいは漂流物 と構造物間の衝突す る現象 漂
流物が海域から陸域へ乗 り上げる状況,そ して漂流物が海底面や陸上面に接する現象 を取 り入れた拡張
個別要素法(EDEM)によるモデル を構築 している.
第5章 では,津波 による屋外タンクの被災に着 目し,津波に伴 う漂流物による被災シナ リオ も含めて検
討 している.さ らに,実務への適用を目指 した屋外タンクの被害想定について,第3,4章で構築 したタ
ンクへの外力の評価や漂流 シミュレーションモデル も取 り込んだ手順 を提案 している.これ らは今後の
被害評価の上で極めて重要な結果である.
第6章 では,本 研究で得 られた知見を整理 し,結論を述べてい る.
以上の成果は,今 後の津波 工学の発展へ大きく寄与できると期待できる.
よって,本 論文は博士(工学)の学位論文 として合格 と認める.
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